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単一サーバまたはクラスタの置換

このマニュアルでは、Cisco Unified Communications Managerの単一サーバまたはクラスタ全体を
置換する方法について説明します。「置換」とは、サーバの設定を維持したままサーバハード

ウェアを交換することを意味します。置換サーバは置換前のサーバとまったく同じように動作し

ます。

リリース 10.0(1)以降では、シスコはCiscoUnifiedCommunicationsManager（UnifiedCommunications
Manager）や Cisco Unified Computing Systemサーバ上か、シスコ認定サードパーティサーバ設定
の展開のみを仮想化します。リリース 10.0(1)以降では、シスコはCiscoMedia Convergence Server
サーバでの Unified Communications Managerの展開をサポートしません。仮想化環境での Unified
Communications Managerの展開の詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_
Communications_in_a_Virtualized_Environmentを参照してください。

このプロセスはサーバ置換プロセスとして設計されているため、実運用環境で実行する必要が

あります。このプロセスにはネットワーク環境全体の複製が必要であり、大きな危険が伴うた

め、「“デッドネット”」でこのプロセスを実行することは推奨されません。

注

意

• 関連資料, v ページ

• サポートの入手, vi ページ

関連資料
インストールに関する詳細については、次のマニュアルを参照してください。

•『Upgrading Cisco Unified Communications Manager』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

•『Installing Cisco Unified Communications Manager』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
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•『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

関連する Cisco IPテレフォニーアプリケーションおよび製品に関する詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Documentation Guide』を参照してください。

http://cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_documentation_roadmaps_list.html

サポートの入手
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、マニュアルに関するフィードバックの提供、セ

キュリティガイドライン、および推奨エイリアスや一般的なシスコのマニュアルについては、次

のURLで、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シ
スコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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第 1 章

はじめる前に

この項では、サーバまたはクラスタの置換を開始する前に行うタスクについて説明します。

手順

ステップ 1 製造元が提供するユーティリティを実行して、新しいサーバハードウェアの整合性を確認しま

す。

ステップ 2 新しいサーバがサポート対象ハードウェアのリストに掲載されており、クラスタの負荷に対応す

るため適切にサイジングされていることを確認します。

サーバモデルの容量については、次の資料を参照してください。

•ご使用の製品リリースのリリースノート

• http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/ps378/prod_brochure_list.html

当初のシステム設定以降の規模拡張も考慮してください。

ステップ 3 サーバ間のリンクが遅延要件を満たしており、データベース複製に対応する十分な帯域幅がある

ことを確認します。

詳細については、『Cisco Unified Communications SRND Based on Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

ステップ 4 すべてのシステムパスワードとアカウント IDを記録します。
アカウント名とパスワードの記録, （4ページ）を参照してください。

置換サーバを設定するとき、同一のパスワードを入力する必要があります。これらのパスワード

をサーバから取得することはできません。

ステップ 5 カスタムの呼び出し音ファイル、電話機の背景イメージ、および保留音ソースのすべてについ

て、コピーを必ず用意します。

復元を実行すると、これらの項目は復元されます。これは予防措置と考えてください。

ステップ 6 サーバにインストールされているすべてのロケールの COPファイルを取得して保管します。
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置換後にロケールの再インストールが必要です。

ステップ 7 コンピュータ名または IPアドレスの変更、およびクラスタへのノードの追加は行わないでくだ
さい。

ステップ 8 ダウンロードしたソフトウェアおよび DVDの整合性を確認します。
次の作業を実行します。

•ダウンロードしたソフトウェアのMD5チェックサムを公開値と照合して、ソフトウェアが
正しくダウンロードされたことを確認します。

• DVDドライブで DVDを読み取れることを確認します。

ステップ 9 ルーティングパスにファイアウォールが存在しない場合は、ノード間のファイアウォールを無

効にします（可能な場合）。また、インストールが完了するまでは、ファイアウォールのタイム

アウト設定を大きな値にしておきます。

ノードで発着信されるネットワークトラフィックを一時的に許可する（たとえば、これらのノー

ドのファイアウォールルールを IP any/anyに設定する）だけでは、必ずしも十分ではありませ
ん。ファイアウォールが、タイムアウトのために、ノード間で必要なネットワークセッション

を閉じる可能性があります。

ステップ 10 置換後に実行するすべてのシステムテストを置換前にも実行して、置換前にテストで問題が発

生しないことを確認します。

これらのテストを記録して、置換後に同一のテストを実行できるようにします。

ステップ 11 DNSを使用する場合は、置換するすべてのサーバが DNSに正しく設定されていることを確認し
ます。クラスタのすべてのノードが DNSを使用するか、どのノードでも使用しないかのいずれ
かにする必要があります。

DNS登録の確認, （8ページ）を参照してください。

ステップ 12 Cisco Unified Communications Managerノード間でネットワークアドレス変換（NAT）およびポー
トアドレス変換（PAT）を実行しないでください。

ステップ 13 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての
登録情報を記録します。

登録数の確認, （9ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 14 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての
重要なサービスおよびそのアクティベーションステータスを記録します。

重要なサービスの記録, （10ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 15 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）の Syslogビューアを使
用して、重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。
この作業を実行して、システムに影響を及ぼすエラーがシステム上で発生していないことを確認

します。

システムエラーの検索, （10ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。
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ステップ 16 すべての Trace and Log Centralジョブの詳細を記録します。
トレースログのジョブ詳細の記録, （11ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 17 必要に応じて、CDRの管理設定および送信先を記録します。
CDR管理設定の記録, （12ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 18 Cisco Unified CMの管理から、サーバに設定されている個々の項目の数を確認します。
システムの設定項目数の記録, （12ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 19 Cisco Unified CMの管理から、[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィン
ドウに表示されるすべての電話ロードとデバイスタイプを記録します。

ファームウェア情報の記録, （13ページ）を参照してください。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerに付属していないカスタムデバイスタイプがある場合は、
適切なCOPファイルを必ず用意します。置換後にデバイスタイプの再インストールが必要です。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 20 「特記事項」列に示す参照先の項で説明されているすべてのネットワーク設定その他の設定を、

置換するサーバごとに記録します。

次の項を参照してください。

•ネットワーク構成時の設定の記録, （5ページ）.

• SMTP設定の記録, （8ページ）

•ホスト名とタイムゾーンの記録, （8ページ）

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 21 Cisco Unified CMの管理を使用して、クラスタ内の各ノードのシステムバージョンを比較しま
す。そのバージョンの DVDがあることを確認します。
システムバージョンの記録, （14ページ）を参照してください。

サービスリリースがある場合は、ベースリリースのメディアとサービスリリースが必要です。

ステップ 22 クラスタがセキュアモードで動作している場合は、Windowsオペレーティングシステムを実行
するコンピュータに USB eTokenデバイスが装着され、CTLクライアントプラグインユーティ
リティがインストールされていることを確認します。

これらのタスクの実行およびCisco Unified CommunicationsManagerのセキュリティについては、
『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

ステップ 23 リモート SFTPサーバに対してパブリッシャサーバの DRSバックアップを実行し、バックアッ
プが成功したことを確認します。必要に応じて、DRSのバックアップ場所とスケジュール情報を
記録します。

SFTPが機能していることを確認するには、復元するサーバと同じサブネットにあるコンピュー
タで SFTPクライアントを使用して、バックアップをそのコンピュータにダウンロードします。
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置換または再インストールするすべてのクラスタノードがオンラインになっていて、ノードと

して登録されていることを確認します。DRSは登録されているオンラインノードのみをバック
アップします。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

バックアップの作成, （19ページ）を参照してください。

• システム構成情報, 4 ページ

• DNS登録の確認, 8 ページ

• 登録数の確認, 9 ページ

• 重要なサービスの記録, 10 ページ

• システムエラーの検索, 10 ページ

• トレースログのジョブ詳細の記録, 11 ページ

• CDR管理設定の記録, 12 ページ

• システムの設定項目数の記録, 12 ページ

• ファームウェア情報の記録, 13 ページ

• システムバージョンの記録, 14 ページ

システム構成情報
サーバを置換または再インストールする前に、この項に記載された情報を用意する必要がありま

す。用意した情報は、復元または再インストールの前後で一致する必要があります。サーバ置換

の場合、この情報は置換前のサーバと置換後のサーバの間で一致する必要があります。

クラスタ内の交換または再インストール対象の各 Cisco Unified Communications Managerサーバに
ついて、この情報を収集します。すべての情報を入手する必要はありません。システムおよびネッ

トワーク設定に関連する情報のみ収集してください。

アカウント名とパスワードの記録

次の表に示す項目を含む、すべてのシステムパスワードとアカウント IDを記録します。これら
のパスワードをサーバから取得することはできません。

置換サーバを設定するとき、同一のパスワードとアカウント IDを入力する必要があります。注意

以前に古い製品リリースからアップグレードされたサーバを交換すると、Cisco Unified
Communications Managerのインストールプログラムによってパスワードが拒否される可能性があ
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ります。これは、パスワード検証ルールが新しい製品リリースで強化されている可能性があるが、

アップグレード中にパスワードの再検証が行われないためです。ただし、交換するサーバで新規

インストールを実行すると、より強力な新しいパスワード検証が行われます。

この問題が発生したら、インストールプログラムで受け付けられる新しいパスワードを選択しま

す。パスワードの詳細については、『InstallingCiscoUnifiedCommunicationsManager』のドキュメ
ントを参照してください。

表 1：パスワードおよびアカウント設定データ

説明フィールド

CLIへのセキュアシェルアクセス、Cisco Unified CMの管理へのログ
イン、およびディザスタリカバリシステムへのログインに使用する

ユーザ ID。

管理者 ID：

______________________

管理者 IDアカウントへのログインに使用するパスワード。管理者パスワード

______________________

CiscoUnified CommunicationsManager、CiscoUnified Serviceabilityなど、
システムにインストールされているアプリケーションのデフォルトの

アプリケーションユーザ名。

リリース 5.xでは、アプリケーションユーザ名はインストール時に自
動的に CCMAdministratorに設定されます。

リリース 6.xでは、インストール時にアプリケーションユーザ名を選
択します。

アプリケーションユー

ザ名

______________________

CiscoUnified CommunicationsManager、CiscoUnified Serviceabilityなど、
システムにインストールされているアプリケーションのデフォルトの

パスワードとして使用されるパスワード。

アプリケーションユー

ザパスワード

______________________

クラスタ内の Cisco Unified Communications Managerサーバが相互の通
信に使用するセキュリティパスワード。

クラスタ内のすべてのノードに対して、同一のパスワードを入力する

必要があります。

セキュリティパスワー

ド：

______________________

ネットワーク構成時の設定の記録

次の手順に従って、ネットワーク設定を記録します。
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置換サーバを設定するとき、同一のネットワーク設定を入力する必要があります。置換サーバ

でネットワーク設定を変更しないでください。唯一の例外は NIC速度と二重化設定で、これ
らはこの項で説明するとおりに設定します。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理で、[表示（Show）] > [ネットワー
ク（Network）]に移動します。

ステップ 2 次の表に示す項目を含む、すべてのネットワーク設定を記録します。

表 2：ネットワーク設定情報

説明パラメータと入力値

ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコルのステータス。

DHCPが無効な場合は、ホスト名、IPアドレス、IPマスク、およびゲート
ウェイを入力する必要があります。

DHCPステータス：

______________________

DNSのステータス。

DNSが無効な場合、Cisco Unified Communicationsネットワークのすべての
ネットワークデバイスに対して（ホスト名ではなく）IPアドレスだけを入
力します。

DNSの有効/無効状態：

______________________

CiscoUnifiedCommunicationsManagerがホスト名を解決するときにまず問い
合わせるプライマリ DNSサーバの IPアドレス。

DNSが有効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

プライマリ DNS：

_____._____._____._____

プライマリDNSサーバに障害が発生した場合にCiscoUnifiedCommunications
Managerが接続を試みるセカンダリ DNSサーバの IPアドレス。

セカンダリ DNS：

_____._____._____._____

このマシンが配置されているドメインの名前。

DNSが有効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

ドメイン：

______________________

デフォルトゲートウェイ（別のネットワークへの入口の役割を果たすネッ

トワークポイント）の IPアドレス。発信パケットはゲートウェイに送信さ
れ、ゲートウェイから最終宛先に転送されます。

ゲートウェイがない場合も、このフィールドに 255.255.255.255を設定する
必要があります。ゲートウェイがないと、通信先がサブネット上のデバイ

スに限られます。

ゲートウェイアドレス：

_____._____._____._____
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説明パラメータと入力値

ホストを識別する IPアドレスに割り当てられているエイリアスを表す名
前。

DHCPが無効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

ホスト名：

______________________

このマシンの IPアドレス。このネットワーク上でこのサーバを一意に識別
します。このネットワーク上の別のマシンが同じ IPアドレスを使用してい
ないことを確認します。

DHCPが無効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

IPアドレス：

_____._____._____._____

このマシンの IPサブネットマスク。サブネットマスクと IPアドレスで、
ネットワークアドレスおよびホストアドレスを指定します。

IPマスク：

_____._____._____._____

サーバのネットワークインターフェイスカード（NIC）の速度。単位はメ
ガビット/秒（Mbps）です。

NIC速度：

______________________

サーバ NICの二重化設定。NIC二重化：

______________________

最大転送単位（MTU）。このホストがネットワークで転送する最大パケッ
ト（バイト単位）。

MTUサイズ

時刻同期先の NTPサーバのホスト名または IPアドレス。

システムをNTPクライアントとして有効にしていた場合は、必要に応じて
この設定を検討します。

NTPサーバ：

______________________

_____._____._____._____

ステップ 3 新しいサーバを接続するスイッチポートの NIC速度と二重化設定を記録します。
NIC設定は、サーバとスイッチポートで同じ設定にする必要があります。GigE（1000/FULL）の
場合、NICおよびスイッチポートの設定をどちらも Auto/Autoに設定する必要があります。固定
値は設定しないでください。

ネットワーク耐障害性を使用している場合、置換を実施するとネットワーク耐障害性の設定が失

われます。そのため、アップグレード後に各サーバで設定する必要があります。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバに接続されているすべてのスイッチポートで、PortFast
を有効にします。PortFastを有効にすることで転送遅延（スパニングツリープロトコル（STP）の
学習状態およびリッスン状態から転送状態に変化するまで、ポートが待機する時間）が短縮され、

スイッチのポートがブロック状態から転送状態にすばやく切り替わります。
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関連トピック

はじめる前に, （1ページ）

SMTP 設定の記録
次の手順に従って、SMTPサーバの設定を記録します。この設定は、送信電子メールに使用され
る SMTPホストのホスト名または IPアドレスを指定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理で、[設定（Settings）] > [SMTP]に
移動します。

ステップ 2 SMTPサーバの IPアドレスまたはホスト名を記録します。

ホスト名とタイムゾーンの記録

次の手順に従って、ホスト名およびタイムゾーン設定を記録します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理で、[表示（Show）] > [システム
（System）]に移動します。

ステップ 2 次のフィールドの設定を記録します。

• [ホスト名（Host Name）]：サーバの一意のホスト名

• [タイムゾーン（Time Zone）]：ローカルタイムゾーンとグリニッジ標準時（GMT）からの
時差

DNS 登録の確認
DNSを使用する場合は、置換するすべてのサーバが DNSに正しく登録されていることを確認し
ます。
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手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 各サーバを DNS名で pingするには、次のように入力します。

ping DNS名

ステップ 3 各サーバを IPアドレスで検索するには、次のように入力します。

nslookup IPアドレス

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）

登録数の確認
Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、登録された
電話機とゲートウェイの数を含む登録済みデバイスの数を記録します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から [アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]を選択
し、[検索（Find）]をクリックし、適切な RTMTインストーラの横にある [ダウンロード
（Download）]リンクをクリックして、Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring
Tool（RTMT）をダウンロードしてインストールします。
Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行しているコンピュータに RTMTツールをイ
ンストールする場合は、Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool-Windows
の [ダウンロード（Download）]リンクをクリックします。Linuxオペレーティングシステムを実
行しているコンピュータにRTMTツールをインストールする場合は、CiscoUnifiedCommunications
Manager Real Time Monitoring Tool-Linuxの [ダウンロード（Download）]リンクをクリックしま
す。

ステップ 2 RTMTを開きます。
ステップ 3 次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[CallManager]タブ、[表示（View）]タ
ブ、[デバイス（Device）]カテゴリの順にクリックして、[デバイス（Device）]アイコンを
クリックします。

• [CallManager] > [モニタ（Monitor）] > [デバイスの要約（Device Summary）]を選択します。
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ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerノードごとに、表示される各デバイスタイプの数を記録し
ます（登録済みの電話機、FXS、FXO、T1Cas、PRI、MOH、MTP、CFB、XCODE、および H323
ゲートウェイの数など）。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）

重要なサービスの記録
Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての重
要なサービスおよびそのステータスを記録します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）]タブ、[表示
（View）]タブ、[サーバ（Server）]カテゴリの順にクリックして、[重要なサービス（Critical
Services）]アイコンをクリックします。

• [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [重要なサービス（Critical Services）]を選択し
ます。

ステップ 2 クラスタ内のノードごとに、すべての重要なサービスのステータスを記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）

システムエラーの検索
Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）の Syslogビューアを使
用して、重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。

手順

ステップ 1 RTMTを開き、次のいずれかの作業を実行します。
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[クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）]タブ、[ツール
（Tools）]タブの順にクリックして、[Syslogビューア（SysLog Viewer）]アイコンをクリッ
クします。

•

• [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [Syslogビューア（SysLog Viewer）] > [Syslog
ビューアを開く（Open SysLog Viewer）]の順に選択します。

ステップ 2 [ノードの選択（Select a Node）]ドロップダウンリストボックスで、表示するログが格納されて
いるサーバを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションのログ（Application Logs）]フォルダをダブルクリックします。
ステップ 4 重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。
ステップ 5 各ログを参照して、システムに影響を及ぼすエラーがないかどうかを確認します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）

トレースログのジョブ詳細の記録
すべての Trace and Log Centralジョブの詳細を記録します。

手順

ステップ 1 RTMTを開き、次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）]タブ、[ツール
（Tools）]タブの順にクリックして、[ジョブステータス（Job Status）]アイコンをクリック
します。

• [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [トレース（Trace）] > [ジョブステータス（Job
Status）]を選択します。

ステップ 2 スケジュール済みの各ジョブをダブルクリックし、[詳細の表示（Show Detail）]ダイアログボッ
クスに表示される各ジョブの詳細を記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
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CDR 管理設定の記録
必要に応じて、CDRの管理設定および送信先を記録します。

[CDRの管理設定（CDR Management Configuration）]ウィンドウを使用して、呼詳細レコード
（CDR）ファイルと呼管理レコード（CMR）ファイルに割り当てるディスクスペースの容量、
ファイルを削除するまでの保存日数、およびCDRの送信先となる最大 3つの課金アプリケーショ
ンサーバを設定します。CDR Repository Managerサービスは、CDRファイルと CMRファイルが
正常に送信されるか、[CDRの管理設定（CDRManagementConfiguration）]ウィンドウで課金アプ
リケーションサーバが変更または削除されるか、ファイルが保存期間を過ぎて削除されるまで、

[CDRの管理設定（CDRManagementConfiguration）]ウィンドウに設定されている課金サーバに対
して、これらのファイルの送信を繰り返し試行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [CDR管理（CDR Management）]を選択しま
す。

[CDRの管理設定（CDR Management Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [一般的なパラメータ（General Parameters）]および [課金アプリケーションサーバパラメータ
（Billing Application Server Parameters）]の値を記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）

システムの設定項目数の記録
CiscoUnifiedCMの管理から、置換後に確認する、システムに設定されている各項目の数を取得し
ます。カウントする項目の例を次に示します。

•電話機

•ゲートウェイ

•トランク

•ユーザ

•ルートパターン

• CTIポート

• CTIルートポイント
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、カウントする各項目のウィンドウにアクセスし、検索パラメータを入
力せずに [検索（Find）]をクリックします。たとえば、次のようなウィンドウにアクセスします。

• [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]（[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]）

• [ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateway）]（[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]）

• [トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）]（[デバイス（Device）] > [トランク
（Trunk）]）

• [ルートパターンの検索と一覧表示（Find andListRoutePatterns）]（[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]）

• [ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]（[ユーザ管理（User Management）] > [エン
ドユーザ（End Users）]）

• [アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）]（[ユーザ管理
（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application Users）]）

ステップ 2 各項目（デバイス、ルートパターン、およびユーザ）の数を記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）

ファームウェア情報の記録
[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィンドウに表示されるすべての電話
ロードとデバイスタイプを記録します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ファー
ムウェアロード情報（Firmware Load Information）]を選択します。
[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表示されたすべての電話ロードとデバイスタイプを記録します。

CiscoUnified CommunicationsManagerに付属していないカスタムデバイスタイプがある
場合は、適切なCOPファイルがあることを確認してから再インストールしてください。

（注）
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関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）

システムバージョンの記録
Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理を使用して、クラスタ内の各ノー
ドのシステムバージョンを比較します。

そのバージョンのDVDがあることを確認します。サービスリリースがある場合は、ベースイメー
ジのメディアとサービスリリースが必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Communications
Operating System Administration）]ウィンドウで、[表示（Show）] > [システム（System）]を選択
します。

[システムステータス（System Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [製品バージョン（Product Version）]フィールドに表示された値をメモします。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）
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第 2 章

単一サーバまたはクラスタの置換

このプロセスはサーバ置換プロセスとして設計されているため、実運用環境で実行する必要が

あります。このプロセスにはネットワーク環境全体の複製が必要であり、大きな危険が伴うた

め、「“デッドネット”」でこのプロセスを実行することは推奨されません。

注

意

この項では、単一サーバまたはクラスタの置換に必要な手順のチェックリストを示します。

•クラスタ全体を置換する場合は、次の手順に示す順にサーバを置換します。

•クラスタ内のパブリッシャノード、またはクラスタに属していない単一のサーバを交換す
る場合は、該当する手順に進みます。

• 1つ以上のサブスクライバノードまたは専用TFTPサーバを交換する場合は、該当する手順
に進みます。

手順

ステップ 1 パブリッシャノードを置換します。

ステップ 2 専用 TFTPサーバまたはその他の非 Cisco Unified Communications Managerクラスタノードを置換
します。

ステップ 3 すべてのバックアップサブスクライバノードを置換します。

ステップ 4 すべてのプライマリサブスクライバノードを置換します。

ステップ 5 残りの置換後タスクを実行します。

• パブリッシャノードの置換, 16 ページ

• サブスクライバまたは専用の TFTPサーバの置換, 17 ページ

• MCSハードウェアを仮想マシンに置換, 18 ページ

• 仮想マシンの交換とクラスタの移行, 18 ページ
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パブリッシャノードの置換
Cisco Unified Communications Managerのパブリッシャサーバを交換するには、次のタスクを実行
します。クラスタに属していない単一サーバを置換する場合は、この手順に従ってサーバを置換

します。

手順

ステップ 1 予備作業を実行します。

ステップ 2 古いパブリッシャサーバに関して必要な情報を収集します。

ステップ 3 ディザスタリカバリシステム（DRS）を使用して、パブリッシャサーバをリモート SFTPサーバ
にバックアップし、正常なバックアップが得られたことを確認します。

ステップ 4 システムの交換の前に、すべてのライセンスタイプの新しいライセンスを取得します。

すべてのライセンスタイプ（ソフトウェアライセンス機能、CCMノードライセンス機能、電話
ライセンス機能）の新しいライセンスを取得します。

新しいライセンスは、パブリッシャノードを置換する場合にだけ必要です。

ステップ 5 古いサーバをシャットダウンし、電源をオフにします。

ステップ 6 新しいサーバを接続します。

ステップ 7 古いサーバにインストールされていた、Engineering Specialリリースを含む同じ Cisco Unified
CommunicationsManagerリリースを新しいサーバにインストールします。クラスタのパブリッシャ
サーバとしてサーバを設定します。

ステップ 8 DRSを使用して、バックアップしたデータをパブリッシャサーバに復元します。
ステップ 9 サブスクライバノードから始めて、クラスタ内のすべてのノードを再起動します。すべてのサブ

スクライバノードのリブートが完了したら、パブリッシャノードを再起動します。サーバがクラ

スタ内にない場合は、サーバをリブートします。

ステップ 10 すべての新しいライセンスファイルをパブリッシャサーバにアップロードします。

すべてのライセンスタイプ（ソフトウェアライセンス機能、CCMノードライセンス機能、電話
ライセンス機能）の新しいライセンスファイルをアップロードします。

ステップ 11 すべての無効なライセンスファイル（古いサーバのMACアドレスに基づいたもの）を削除しま
す。

ステップ 12 置換後タスクを実行します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
システム構成情報, （4ページ）
バックアップの作成, （19ページ）
ライセンスファイルの入手, （23ページ）
パブリッシャサーバへのソフトウェアのインストール, （24ページ）
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バックアップファイルの復元, （32ページ）
ライセンスファイルのアップロード, （31ページ）
無効なライセンスファイルの削除

完全置換, （34ページ）

サブスクライバまたは専用の TFTP サーバの置換
サブスクライバノードまたは専用TFTPサーバ（またはCiscoUnifiedCommunicationsManagerサー
バ以外の別のサーバタイプ）を置換するには、次の作業を実行します。専用 TFTPサーバは、
Cisco Unified Communications Managerはインストールされているが、Cisco Unified Communications
Managerサービスが無効になっているノードです。そのTFTPサービスは、クラスタに専用のTFTP
サーバとして動作します。

パブリッシャノードも置換する場合は、まずパブリッシャノードを置換してから他のノードを置

換または再インストールする必要があります。クラスタでバックアップサブスクライバノードを

使用している場合は、プライマリサブスクライバノードを置換または再インストールする前にす

べてのバックアップサブスクライバノードを置換または再インストールします。

プライマリサブスクライバノードの機能停止やオーバーサブスクリプションを引き起こさないの

であれば、すべてのバックアップサブスクライバノードを同時に置換できます。バックアップ

サブスクライバノードの機能停止やオーバーサブスクリプションを引き起こさないのであれば、

すべてのプライマリサブスクライバノードを同時に置換できます。

各手順に関する詳細を確認するには、「詳細情報」列に示す参照先を参照してください。

手順

ステップ 1 古いサーバに関して必要な情報を収集します。

ステップ 2 NTPサーバからシステム時刻を取得する場合は、その他のノードをインストールする前に、パブ
リッシャノードが NTPサーバと同期できることを確認します。

ステップ 3 古いサーバをシャットダウンし、電源をオフにします。

ステップ 4 新しいサーバを接続します。

ステップ 5 古いサーバにインストールされていた、Engineering Specialリリースを含む同じ Cisco Unified
CommunicationsManagerリリースを新しいサーバにインストールします。新しいサーバで古いサー
バと同じ設定情報を使用するよう設定します。

ステップ 6 DRSを使用して、バックアップしたデータをノードに復元します。
ステップ 7 新しいサーバをリブートします。

ステップ 8 新しいサーバのすべての重要なサービスの数とステータスが、サーバを置換する前に収集したも

のと同じあることを確認します。

ステップ 9 データベース複製状態の値が 2であることを確認します。これは、データベースがこのノードに
セットアップされていることを示します。

ステップ 10 置換後タスクを実行します。
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関連トピック

単一サーバまたはクラスタの置換, （15ページ）
システム構成情報, （4ページ）
NTPステータスの確認, （24ページ）
サブスクライバサーバへのソフトウェアのインストール, （28ページ）
バックアップファイルの復元, （32ページ）
はじめる前に, （1ページ）
完全置換, （34ページ）
パブリッシャノードの置換, （16ページ）
サブスクライバまたは専用の TFTPサーバの置換, （17ページ）

MCS ハードウェアを仮想マシンに置換
Cisco Prime Collaboration Deploymentアプリケーションを使用して、MCSハードウェア上で実行さ
れている Unified Communication Managerノードの既存のクラスタを新しい仮想クラスタに移行で
きます。詳細については、『Cisco Prime Collaboration Deployment Administration Guide』を参照し
てください。

仮想マシンの交換とクラスタの移行
Cisco Prime Collaboration Deploymentアプリケーションを使用して、仮想化された Unified
CommunicationManagerノードの既存のクラスタを新しい仮想クラスタに移行できます。詳細につ
いては、『Cisco Prime Collaboration Deployment Administration Guide』を参照してください。
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第 3 章

置換の完了

• バックアップの作成, 19 ページ

• ライセンスファイルの入手, 23 ページ

• NTPステータスの確認, 24 ページ

• パブリッシャサーバへのソフトウェアのインストール, 24 ページ

• サブスクライバサーバへのソフトウェアのインストール, 28 ページ

• ライセンスファイルのアップロード, 31 ページ

• バックアップファイルの復元, 32 ページ

• 完全置換, 34 ページ

バックアップの作成
以降の項で、アップグレードの前にバックアップをセットアップして実行する方法について説明

します。詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参
照してください。

サーバを回復または置換する場合は、バックアップの作成に関するこの項を飛ばして、使用可能

な最新のバックアップからサーバを復元できます。

関連トピック

パブリッシャノードの置換, （16ページ）
サブスクライバまたは専用の TFTPサーバの置換, （17ページ）

サポートされている機能およびコンポーネント

次の表に示す機能とサブコンポーネントをバックアップおよび復元できます。選択した機能ごと

に、そのすべてのサブコンポーネントが自動的にバックアップされます。
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表 3：サポートされている機能およびコンポーネント

コンポーネント機能

Cisco Unified Communications Managerデータベース
（CMDB）

CCM - Cisco Unified Communications Manager

プラットフォーム

Cisco Unified Serviceability

保留音（MOH）

Cisco Emergency Responder（CER）

一括ツール（BAT）

設定

電話デバイスファイル（TFTP）

syslogagt（SNMP syslogエージェント）

cdpagent（SNMP cdpエージェント）

tct（トレース収集ツール）

呼詳細レコード（CDR）

CDR分析とレポート（CAR）

バックアップの機能の設定

バックアップジョブをスケジュール設定または開始する前に、バックアップする機能を設定する

必要があります。

バックアップ機能を変更すると、手動バックアップとスケジュールバックアップの両方のバッ

クアップ機能が変更されます。

（注）

バックアップする機能を選択するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステムに移動します。CiscoUnifiedCMの管理にログインし、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウの右上隅にある [ナ
ビゲーション（Navigation）]メニューから [ディザスタリカバリシステム（Disaster Recovery
System）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[ディザスタリカバリシステムのログイン（Disaster Recovery System Logon）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理に使用するものと同じ管理者ユー
ザ名とパスワードを使用して、ディザスタリカバリシステムにログインします。

ステップ 3 [バックアップ（Backup）] > [機能の設定（Configure Features）]に移動します。
ステップ 4 使用可能な機能の一覧から、バックアップに含める機能を 1つ以上選択し、[保存（Save）]をク

リックします。少なくとも 1つの機能を選択する必要があります。
ステップ 5 次の手順に進んで、保存先を設定します。

保存場所の設定

ディザスタリカバリシステムを使用する場合は事前に、バックアップファイルの保存先を設定

する必要があります。保存先を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステムに移動します。CiscoUnifiedCMの管理にログインし、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウの右上隅にある [ナ
ビゲーション（Navigation）]メニューから [ディザスタリカバリシステム（Disaster Recovery
System）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[ディザスタリカバリシステムのログイン（Disaster Recovery System Logon）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理に使用するものと同じ管理者ユー
ザ名とパスワードを使用して、ディザスタリカバリシステムにログインします。

ステップ 3 [バックアップ（Backup）]> [保存先（StorageLocation）]に移動します。[保存先（StorageLocation）]
ウィンドウが表示されます。

ネットワークディレクトリに保管するバックアップセットの数を設定できま

す。

（注）

ステップ 4 [ネットワークディレクトリ（Network Directory）]オプションを選択して、SFTP接続を通じてア
クセスできるネットワークドライブにバックアップデータを保存します。

ステップ 5 次の必須情報を入力します。

• [サーバ名（Server name）]：ネットワークサーバの名前または IPアドレス
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• [パス名（Path name）]：バックアップファイルを格納するディレクトリのパス名

• [ユーザ名（User name）]：リモートシステム上のアカウントの有効なユーザ名

• [パスワード（Password）]：リモートシステム上のアカウントの有効なパスワード

ネットワーク上に保存先を設定するには、SFTPサーバにアクセスする必要があり
ます。バックアップに先立って SFTPパスが存在する必要があります。SFTPサー
バへのアクセスに使用するアカウントに、選択したパスに対する書き込み権限があ

ることを確認します。

（注）

ステップ 6 これらの設定を更新するには、[保存（Save）]をクリックします。
ネットワークディレクトリへのバックアップを選択した場合、[保存（Save）]ボタンを
クリックすると DRSMaster Agentによって選択した SFTPサーバが検証されます。ユー
ザ名、パスワード、サーバ名、またはディレクトリパスが無効であると、保存操作は

失敗します。

（注）

ステップ 7 手動バックアップまたはスケジュールバックアップに進みます。

バックアップの開始

[機能の設定（Configure Features）]メニューで選択した機能のバックアップを手動で開始できま
す。手動バックアップを開始するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステムに移動します。CiscoUnifiedCMの管理にログインし、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウの右上隅にある [ナ
ビゲーション（Navigation）]メニューから [ディザスタリカバリシステム（Disaster Recovery
System）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[ディザスタリカバリシステムのログイン（Disaster Recovery System Logon）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理に使用するものと同じ管理者ユー
ザ名とパスワードを使用して、ディザスタリカバリシステムにログインします。

ステップ 3 [バックアップ（Backup）] > [手動バックアップ（Manual Backup）]に移動します。[手動バック
アップ（Manual Backup）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 バックアップする機能が選択されていることを確認します。他の機能を選択するには、バックアッ

プの機能の設定, （20ページ）を参照してください。
クラスタ内のすべてのサーバが、同じバージョンのCiscoUnifiedCommunicationsManager
を実行し、ネットワーク経由で到達可能であることを確認してください。スケジュール

バックアップの時刻に動作していないサーバはバックアップされません。

（注）
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ステップ 5 手動バックアップを開始するには、[バックアップの開始（Start Backup）]をクリックします。
ステップ 6 バックアップ保存先がすでに設定されていることを確認します。保存場所の設定, （21ページ）

を参照してください。

バックアップステータスの確認

現在のバックアップジョブのステータスを確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステムに移動します。CiscoUnifiedCMの管理にログインし、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウの右上隅にある [ナ
ビゲーション（Navigation）]メニューから [ディザスタリカバリシステム（Disaster Recovery
System）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[ディザスタリカバリシステムのログイン（Disaster Recovery System Logon）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理に使用するものと同じ管理者ユー
ザ名とパスワードを使用して、ディザスタリカバリシステムにログインします。

ステップ 3 [バックアップ（Backup）] > [現在のステータス（Current Status）]に移動します。[バックアップ
ステータス（Backup Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 バックアップログファイルを表示するには、ログファイル名リンクをクリックします。

ステップ 5 現在のバックアップをキャンセルするには、[バックアップのキャンセル（Cancel Backup）]をク
リックします。

現在のコンポーネントがバックアップ操作を完了した後、バックアップがキャンセルさ

れます。

（注）

ライセンスファイルの入手
Cisco Unified Communications Managerクラスタ内の最初のノードを置換する場合は、ライセンス
チームに連絡して置換サーバ用のライセンスを取得する必要があります。ライセンスチーム

（licensing@cisco.com）までお問い合わせください。新しいライセンスファイルを受け取ったら、
ソフトウェアライセンスファイルをアップロードします。

最初のノードのマザーボードを交換する場合も新しいライセンスファイルが必要です。（注）
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関連トピック

ライセンスファイルのアップロード, （31ページ）
パブリッシャノードの置換, （16ページ）

NTP ステータスの確認
NTPサーバからシステム時刻を取得している場合は、サブスクライバノードをインストールする
前に、パブリッシャノードが NTPサーバと同期できることを確認します。

最初のノードのNTPステータスを確認するには、パブリッシャノードでコマンドラインインター
フェイスにログインし、次のコマンドを入力します。

utils ntp status

詳細については、『Cisco Unified Communications Command Line Interface Guide』を参照してくださ
い。

最初のノードが NTPサーバと同期できない場合は、後続ノードのインストールが失敗するこ
とがあります。

注意

パブリッシャサーバへのソフトウェアのインストール
新しいパブリッシャサーバに Cisco Unified Communications Managerをインストールするには、次
の手順を実行します。この製品のインストールの詳細については、『Installing Cisco Unified
Communications Manager』のドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 インストール DVDをトレイにセットし、DVDから起動するようにサーバを再起動します。サー
バの起動処理が完了すると、[DVDが見つかりました（DVD Found）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 メディアチェックを実行する場合は、[はい（Yes）]を選択します。メディアチェックをスキッ
プする場合は、[いいえ（No）]を選択します。
メディアチェックでは、DVDの完全性がチェックされます。以前にメディアチェックをパスし
た DVDの場合は、メディアチェックのスキップを選択できます。

ステップ 3 メディアチェックを実行するために [はい（Yes）]を選択した場合は、システムインストーラに
よってメディアチェックが実行され、[メディアチェックの結果（Media Check Result）]ウィンド
ウが表示されます。次のタスクを実行します。

a) [メディアチェックの結果（MediaCheckResult）]で [パス（Pass）]と表示された場合は、[OK]
を選択してインストールを続行します。
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b) メディアチェックでメディアの障害が検出された場合は、ソフトウェアの別のコピーをCisco.com
からダウンロードするか、シスコから別のディスクを直接入手してください。

ステップ 4 [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウで、[Cisco Unified Communications
Manager]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 5 サーバに現在ソフトウェアがインストールされている場合は、[ハードドライブの上書き（Overwrite
HardDrive）]ウィンドウが開き、ハードドライブに現在あるソフトウェアのバージョンと、DVD
にあるバージョンが表示されます。インストールを続ける場合は [はい（Yes）]を、中止する場
合は [いいえ（No）]を選択します。

[ハードドライブを上書きする（Overwrite Hard Drive）]ウィンドウで [はい（Yes）]を選
択すると、ハードドライブ上の既存のすべてのデータが上書きされ、失われます。

注意

ステップ 6 [プラットフォームインストレーションウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 7 今すぐプラットフォームを設定するには、[続行（Proceed）]を選択します。
ステップ 8 [基本インストール（Basic Install）]ウィンドウで、DVDに収録されているソフトウェアバージョ

ンをインストールするため [続行（Continue）]を選択します。
ステップ 9 [タイムゾーン設定（Timezone Configuration）]が表示されたら、サーバの適切なタイムゾーンを

選択して、[OK]を選択します。
[自動ネゴシエーション設定（Auto Negotiation Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 インストール処理では、自動ネゴシエーションを使って、イーサネットのネットワークインター

フェイスカード（NIC）の速度と二重化設定を自動的に設定できます。この設定はインストール
後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシ

エーションをサポートしている必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ（No）]を選択して次の手順に進みます。

[NICの速度および二重化の設定（NIC Speed and Duplex Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 11 自動ネゴシエーションを無効にした場合は、ここで適切な NIC速度および二重設定を手動で選択
し、[OK]を選択して続行します。
[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウでは、MTUサイズをオペレーティングシステムの
デフォルトから変更できます。

MTU（Maximum Transmission Unit）は、このホストがネットワークで転送する最大パケットをバ
イト単位で表します。ネットワークのMTU設定が不明の場合は、デフォルト値（1500バイト）
を使用してください。

MTUサイズを正しく設定しないと、ネットワークパフォーマンスに影響する場合があり
ます。

注意
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•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ（No）]を選択します。

• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合は [はい（Yes）]を
選択し、新しいMTUサイズを入力して [OK]を選択します。

[DHCP設定（DHCP Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 ネットワーク設定では、ノードの静的 IPアドレスを設定するか、DynamicHostConfigurationProtocol
（DHCP）を使用するかを選択できます。

•ネットワーク内に設定されている DHCPサーバがない場合に DHCPを使用するときは、[は
い（Yes）]を選択します。

[管理者のログイン設定（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表示されます。

•ノードの静的 IPアドレスを設定する場合は、[いいえ（No）]を選択して次の手順に進みま
す。

静的ネットワーク設定のウィンドウが表示されます。

ステップ 14 DHCPを使用しないことを選択している場合は、静的ネットワーク設定の値を入力して [OK]を選
択します。フィールドの説明については、ネットワーク構成時の設定の記録, （5ページ）を参
照してください。

[DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 15 DNSを有効にするには [はい（Yes）]を選択し、DNSクライアントの情報を入力して [OK]を選
択します。フィールドの説明については、ネットワーク構成時の設定の記録, （5ページ）を参
照してください。

[管理者のログイン設定（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 16 アカウント名とパスワードの記録, （4ページ）を参照して、管理者ログインとパスワードを入
力します。

[証明書の署名要求情報（Certificate Signing Request Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 17 証明書署名要求情報を入力して、[OK]を選択します。
最初のノードの設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 18 このサーバを、最初の Cisco Unified Communications Managerノードとして設定するには、[はい
（Yes）]を選択します。
[ネットワークタイムプロトコルクライアント設定（Network Time Protocol Client Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 19 外部 NTPサーバを設定するか、システム時刻を手動で設定するかを選択します。
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最初のノードのシステムの時刻を正確にするために、外部 NTPサーバを使用すること
を推奨します。外部 NTPサーバは Stratum 9以上（つまり Stratum 1～ 9）であるように
します。クラスタの後続ノードは、最初のノードから時刻を取得します。

（注）

•外部 NTPサーバを設定するには [はい（Yes）]を選択し、1つ以上の NTPサーバ
の IPアドレス、NTPサーバ名、または NTPサーバプール名を入力します。NTP
サーバは最大5つ設定でき、3つ以上使用することを推奨します。[続行（Proceed）]
を選択してインストールを続けます。

システムはNTPサーバに接続して、自動的にハードウェアクロックの時刻を設定
します。

ネットワークの設定情報をすでに入力し、システムをリブートした場合は（スキップ

インストール）、[テスト（Test）]ボタンが表示されます。[テスト（Test）]を選択す
ると、NTPサーバにアクセスできるかどうかを確認できます。

（注）

•システム時刻を手動で設定するには [いいえ（No）]を選択し、適切な日時を入力
してハードウェアクロックを設定します。[OK]を選択してインストールを続けま
す。

[データベースアクセスセキュリティ設定（Database Access Security Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 20 アカウント名とパスワードの記録, （4ページ）を参照して、Database Access Securityパスワー
ドを入力します。

[SMTPホスト設定（SMTP Host Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 21 SMTPサーバを設定する場合、[はい（Yes）]を選択して SMTPサーバ名を入力します。
特定のプラットフォーム機能を使用するように SMTPサーバを設定する必要がありま
す。ただし、オペレーティングシステムの GUIまたはコマンドラインインターフェイ
スを使用して、後で SMTPサーバを設定することもできます。

（注）

ステップ 22 [OK]を選択します。
[プラットフォーム設定確認（Platform Configuration Confirmation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 23 インストールを続けるには、[OK]を選択します。
[アプリケーションユーザパスワード設定（Application User Password Configuration）]ウィンドウ
が表示されます。

これまでに入力した項目のいずれかを変更する場合は、[戻る（Back）]を選択し、変更
を加えてからインストールを続けます。

（注）

ステップ 24 アカウント名とパスワードの記録, （4ページ）のアプリケーションユーザパスワードを入力
し、パスワードをもう一度入力して確認します。

ステップ 25 [OK]を選択します。
システムによって、ソフトウェアのインストールと設定が行われます。DVDドライブがイジェク
トされ、サーバが再起動します。DVDを再挿入しないでください。
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ステップ 26 インストール処理が完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインするよう求

められます。

ステップ 27 パブリッシャノードの置換, （16ページ）に一覧表示された残りのタスクを実行します。

サブスクライバサーバへのソフトウェアのインストール
新しいサブスクライバサーバに Cisco Unified Communications Managerをインストールするには、
次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 パブリッシャノードでネットワークタイムプロトコル（NTP）を設定した場合は、サブスクライ
バノードをインストールする前に、パブリッシャノードが NTPサーバと同期していることを確
認します。パブリッシャノードのコマンドラインインターフェイスから、utils ntp statusコマン
ドを入力します。パブリッシャノードがNTPサーバと同期されていることを出力で確認します。

最初のノードが NTPサーバと同期されていないと、後続ノードのインストールは失敗
します。

（注）

ステップ 2 インストール DVDをトレイにセットし、DVDから起動するようにサーバを再起動します。サー
バの起動処理が完了すると、[DVDが見つかりました（DVD Found）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 メディアチェックを実行する場合は、[はい（Yes）]を選択します。メディアチェックをスキッ
プする場合は、[いいえ（No）]を選択します。
メディアチェックでは、DVDの完全性がチェックされます。以前にそのDVDがメディアチェッ
クに合格した場合は、メディアチェックをスキップしてもかまいません。

ステップ 4 メディアチェックを実行するために [はい（Yes）]を選択した場合は、システムインストーラに
よってメディアチェックが実行され、[メディアチェックの結果（Media Check Result）]ウィンド
ウが表示されます。次のタスクを実行します。

a) [メディアチェックの結果（MediaCheckResult）]で [パス（Pass）]と表示された場合は、[OK]
を選択してインストールを続行します。

b) メディアチェックでメディアの障害が検出された場合は、ソフトウェアの別のコピーをCisco.com
からダウンロードするか、シスコから別のディスクを直接入手してください。

ステップ 5 [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウで、[Cisco Unified Communications
Manager]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 6 サーバに現在ソフトウェアがインストールされている場合は、[ハードドライブの上書き（Overwrite
HardDrive）]ウィンドウが開き、ハードドライブに現在あるソフトウェアのバージョンと、DVD
にあるバージョンが表示されます。インストールを続ける場合は [はい（Yes）]、中止する場合は
[いいえ（No）]を選択します。

[ハードドライブの上書き（Overwrite Hard Drive）]ウィンドウで [はい（Yes）]を選択す
ると、ハードドライブにある既存のデータはすべて上書きされて消去されます。

注意
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ステップ 7 [プラットフォームインストレーションウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 8 今すぐプラットフォームを設定するには、[続行（Proceed）]を選択します。
ステップ 9 [基本インストール（Basic Install）]ウィンドウで、DVDに収録されているソフトウェアバージョ

ンをインストールするため [続行（Continue）]を選択します。
ステップ 10 [タイムゾーン設定（Timezone Configuration）]が表示されたら、サーバの適切なタイムゾーンを

選択して、[OK]を選択します。
[自動ネゴシエーション設定（Auto Negotiation Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 インストール処理では、自動ネゴシエーションを使って、イーサネットのネットワークインター

フェイスカード（NIC）の速度と二重化設定を自動的に設定できます。この設定はインストール
後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシ

エーションをサポートしていることを確認します。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ（No）]を選択して次の手順に進みます。

[NICの速度および二重化の設定（NIC Speed and Duplex Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 12 自動ネゴシエーションを無効にした場合は、ここで適切な NIC速度および二重設定を手動で選択
し、[OK]を選択して続行します。
[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 [MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウでは、MTUサイズをオペレーティングシステムの
デフォルトから変更できます。

MTU（Maximum Transmission Unit）は、このホストがネットワークで転送する最大パケットをバ
イト単位で表します。ネットワークのMTU設定が不明の場合は、デフォルト値（1500バイト）
を使用してください。

MTUサイズを正しく設定しないと、ネットワークパフォーマンスに影響する場合があり
ます。

注意

•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ（No）]を選択します。

• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合は [はい（Yes）]を
選択し、新しいMTUサイズを入力して [OK]を選択します。

[DHCP設定（DHCP Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 14 ネットワーク設定では、ノードの静的 IPアドレスを設定するか、DynamicHostConfigurationProtocol
（DHCP）を使用するかを選択できます。

•ネットワーク内に設定されている DHCPサーバがない場合に DHCPを使用するときは、[は
い（Yes）]を選択します。
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[管理者のログイン設定（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表示されます。

•ノードの静的 IPアドレスを設定する場合は、[いいえ（No）]を選択して次の手順に進みま
す。

静的ネットワーク設定のウィンドウが表示されます。

ステップ 15 DHCPを使用しないことを選択している場合は、静的ネットワーク設定の値を入力して [OK]を選
択します。フィールドの説明については、ネットワーク構成時の設定の記録, （5ページ）を参
照してください。

[DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 16 DNSを有効にするには [はい（Yes）]を選択し、DNSクライアントの情報を入力して [OK]を選
択します。フィールドの説明については、ネットワーク構成時の設定の記録, （5ページ）を参
照してください。

[管理者のログイン設定（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 17 アカウント名とパスワードの記録, （4ページ）を参照して、管理者ログインとパスワードを入
力します。

[証明書の署名要求情報（Certificate Signing Request Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 18 証明書署名要求情報を入力して、[OK]を選択します。
最初のノードの設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 19 [いいえ（No）]を選択して、このサーバをクラスタの後続ノードとして設定します。
最初のノードの設定ウィンドウが表示されます。

後続ノードをインストールする前に、Cisco Unified Communications Manager Administration
を使用して最初のノードで後続ノードを設定する必要があります。詳細については、

『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してくださ
い。

注意

ステップ 20 [最初のノードの設定（First Node Configuration）]ウィンドウで警告を読み、最初のノードが正し
く設定されていることを確認します。後続ノードのインストールを続けるには、[OK]を選択しま
す。

[ネットワーク接続テスト設定（NetworkConnectivityTest Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 21 後続ノードのインストール中に、後続ノードが最初のノードに接続できるかどうかが確認されま

す。

•システムによるネットワーク接続の検証が正常に行われた後、インストールを一時停止する
場合は、[はい（Yes）]を選択します。

•一時停止したインストールを続ける場合は、[いいえ（No）]を選択します。

[最初のノードのアクセス設定（First Node Access Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 22 このサブスクライバノードがサブスクライバノードに接続できるようにするため、最初のノード

の接続情報を入力します。
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システムによるネットワーク接続の検証が成功した後にシステムを一時停止することを選択した

場合は、[最初のノードへの接続に成功しました（Successful Connection to First Node）]ウィンドウ
が表示されます。[続行（Continue）]を選択します。

ネットワーク接続テストが失敗するとシステムは必ず停止し、元に戻ってパラメータ情

報を再入力できます。

（注）

[SMTPホスト設定（SMTP Host Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 23 SMTPサーバを設定する場合、[はい（Yes）]を選択して SMTPサーバ名を入力します。
特定のオペレーティングシステム機能を使用するように SMTPサーバを設定する必要
があります。ただし、オペレーティングシステムの GUIまたはコマンドラインイン
ターフェイスを使用して、後で SMTPサーバを設定することもできます。

（注）

[プラットフォーム設定確認（Platform Configuration Confirmation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 24 ソフトウェアのインストールを開始する場合は、[OK]を選択します。設定を変更する場合は、[戻
る（Back）]を選択します。

ステップ 25 インストール処理が完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインするよう求

められます。

ステップ 26 サブスクライバまたは専用の TFTPサーバの置換, （17ページ）に示す残りのタスクを実行しま
す。

ライセンスファイルのアップロード
次の手順を実行して、ライセンスファイルの申請時に入力したMACアドレスを持つCiscoUnified
Communications Managerサーバに、ライセンスファイルをアップロードします。ライセンスファ
イルの入手方法については、ライセンスファイルの入手, （23ページ）を参照してください。
ライセンスファイルがロードされた Cisco Unified Communications Managerサーバは、License
Managerの機能を果たします。

ライセンスファイルは、Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタの最初のノードにだけ
アップロードします。

（注）

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [ライセンス（License）] > [ライセンスファイルのアップロード（Upload
License File）]を選択します。
[ライセンスファイルのアップロード（License File Upload）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 サーバにアップロード済みのライセンスファイルが、[既存ライセンスファイル（ExistingLicense
Files）]ドロップダウンリストボックスに表示されます。

既存ファイルの内容を表示するには、ドロップダウンリストボックスからファイルを

選択して、[ファイルの表示（View File）]をクリックします。
（注）
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ステップ 3 アップロードする新しいライセンスファイルを選択するために、[ライセンスファイルのアップ
ロード（Upload License File）]をクリックします。
[ファイルのアップロード（Upload File）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 サーバにアップロードするライセンスファイルを参照して選択します。

受信するライセンスファイルの形式によって、CCM<timestamp>.licが指定されます。
ライセンスファイルの名前は、.lic拡張子以外を変更できます。ファイルの内容を編集
すると、ライセンスは使用できなくなります。

（注）

ステップ 5 [ライセンスファイルのアップロード（Upload License File）]をクリックします。
アップロードプロセスの完了後、[アップロード結果（UploadResult）]ファイルが表示されます。

ステップ 6 [閉じる（Close）]をクリックします。
ステップ 7 [ライセンスファイルのアップロード（License File Upload）]ウィンドウに、アップロードした

ファイルのステータスが表示されます。

ライセンスファイルは、ファイル中で指定されたバージョンがクラスタで実行されて

いる Cisco Unified Communications Managerのバージョン以上である場合のみ、データ
ベースにアップロードされます。バージョンチェックに失敗した場合はアラームが発

生します。正しいバージョンのライセンスファイルを新たに取得する必要があります。

バージョンチェックは、メジャーリリースにのみ基づいて行われます。

（注）

ステップ 8 CiscoCallManagerサービスを再起動します。サービスの再起動の詳細については、『Administration
Guide for Cisco Unity Connection Serviceability』を参照してください。

関連トピック

パブリッシャノードの置換, （16ページ）

バックアップファイルの復元
復元ウィザードに従うと、バックアップファイルを復元するために必要な手順を実行できます。

復元を実行するには、次の手順を使用します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerを復元する前に、サーバにインストールされているCisco
Unified Communications Managerのバージョンが、復元するバックアップファイルのバージョ
ンに一致することを確認します。

注意

手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステムに移動します。CiscoUnifiedCMの管理にログインし、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウの右上隅にある [ナ
ビゲーション（Navigation）]メニューから [ディザスタリカバリシステム（Disaster Recovery
System）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 12.0(1) 単一サーバまたはクラスタの置換ガイド
32

置換の完了

バックアップファイルの復元



[ディザスタリカバリシステムのログイン（Disaster Recovery System Logon）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理に使用するものと同じ管理者ユー
ザ名とパスワードを使用して、ディザスタリカバリシステムにログインします。

ステップ 3 [復元（Restore）] > [復元ウィザード（RestoreWizard）]に移動します。[復元ウィザードステップ
1（Restore Wizard Step 1）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ファイルの復元元となる [ネットワークディレクトリ（Network Directory）]保存場所を選択し、
選択した保存場所に関する次の必須情報を入力します。

• [サーバ名（Server name）]：ネットワークサーバの名前または IPアドレス

• [パス名（Path name）]：バックアップデータの復元元ディレクトリのパス名

• [ユーザ名（User name）]：リモートシステム上の SFTPアカウントの有効なユーザ名

• [パスワード（Password）]：リモートシステム上の SFTPアカウントの有効なパスワード

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。[復元ウィザードステップ 2（Restore Wizard Step 2）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 6 復元するバックアップファイルを選択します。

バックアップファイル名から、バックアップファイルが作成された日付と時刻がわか

ります。

（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。[復元ウィザードステップ 3（Restore Wizard Step 3）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 8 復元する機能を選択します。

選択したファイルにバックアップされた機能だけが表示されま

す。

（注）

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。[復元ウィザードステップ 4（Restore Wizard Step 4）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 10 データの復元を開始するには、[復元（Restore）]をクリックします。
復元するノードを選択するよう求めるプロンプトが表示されます。

ステップ 11 適切なノードを選択します。

データを復元するノードを選択すると、そのサーバ上の既存のデータが上書きされま

す。

注意

ステップ 12 選択したノードにデータが復元されます。

復元するデータベースとコンポーネントのサイズによっては、復元が完了するまでに 1
時間以上かかることがあります。

（注）

関連トピック

パブリッシャノードの置換, （16ページ）
サブスクライバまたは専用の TFTPサーバの置換, （17ページ）
復元ステータスの表示, （34ページ）
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復元ステータスの表示

現在の復元ジョブのステータスを確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステムに移動します。CiscoUnifiedCMの管理にログインし、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウの右上隅にある [ナ
ビゲーション（Navigation）]メニューから [ディザスタリカバリシステム（Disaster Recovery
System）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[ディザスタリカバリシステムのログイン（Disaster Recovery System Logon）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理に使用するものと同じ管理者ユー
ザ名とパスワードを使用して、ディザスタリカバリシステムにログインします。

ステップ 3 [復元（Restore）] > [ステータス（Status）]に移動します。[復元ステータス（Restore Status）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 4 復元ログファイルを表示するには、ログファイル名リンクをクリックします。

完全置換
クラスタ置換を完了した後、次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 サーバまたはクラスタがセキュアモードで動作している場合は、新しいCTLファイルを作成して
すべてのクラスタノードに配布します。この手順は、置換または再インストールを予定していた

すべてのサーバの置換または再インストールが完了した後に行います。

これらのタスクの実行および Cisco Unified Communications Managerのセキュリティについては、
『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

新しい CTLファイルを作成して配布する必要があります。そうしないと、セキュア電話
機が置換後のCisco Unified CommunicationsManagerサーバに登録できず、機能しません。

注意
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ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての登
録情報の値がサーバの置換前に記録した値と一致することを確認します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての重
要なサービスとそのステータスが、サーバの置換前に記録したものと一致することを確認します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）の Syslogビューアを使
用して、重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。この作業を実
行して、システムに影響を及ぼすエラーがシステム上で発生していないことを確認します。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）の Syslogビューアを使
用して、すべてのノードの [作成した複製の数と状態（Number of Replicates Created and State of
Replication）]オブジェクトの Replicate_Stateカウンタを確認します。各ノードの値は 2になって
いるはずです。

このカウンタは、レプリケーションの状態を表し、次のいずれかの値になります。

• 0：初期化しています。サーバが定義されていない場合、またはサーバが定義されているが、
テンプレートの実現が完了していない場合、このカウンタは 0になります。

• 1：システムが、すべてのテーブルではなく一部のテーブルの複製を作成しました。CLIで
utils dbreplication statusを実行し、障害の発生場所と発生原因を特定することを推奨し

ます。

• 2：適切なレプリケーション。

• 3：不適切なレプリケーション。カウンタに 3と表示される場合は、クラスタにおけるレプ
リケーションが不良であると考えてください。特定のノードでレプリケーションが失敗した

という意味ではありません。CLIで utils dbreplication statusを実行し、障害の発生場所

と発生原因を特定することを推奨します。

• 4：レプリケーションのセットアップに成功しませんでした。

ステップ 6 該当するオブジェクトおよびカウンタにアクセスするには、次の手順を実行します。

a) 次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）] > [パフォー
マンス（Performance）]をクリックしてから、[パフォーマンス（Performance）]アイコン
をクリックします。

• [パフォーマンス（Performance）] > [パフォーマンスモニタリングを開く（OpenPerformance
Monitoring）]を選択します。

b) 監視するカウンタを追加するサーバの名前をダブルクリックします。
c) [作成した複製の数と状態（Number of Replicates Created and State of Replication）]オブジェクト
をダブルクリックします。

d) [複製の状態（Replicate_State）]カウンタをダブルクリックします。
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e) [複製カウント（ReplicateCount）]インスタンスを選択し、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 CiscoUnifiedCMの管理から、データベースに設定されている電話機、ゲートウェイ、トランク、
ユーザ、およびルートパターンの数が、サーバの置換前に記録した数と一致することを確認しま

す。

ステップ 8 Cisco Unified CMの管理の [ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィンドウ
で、電話ロードタイプの値が、サーバの置換前に記録した値と一致することを確認します。

ステップ 9 CiscoUnifiedCommunicationsManagerに付属していないカスタムデバイスタイプについては、COP
ファイルイネーブラを再インストールします。その後、クラスタをリブートし、置換後のチェッ

クリストにある作業を再開します。

ステップ 10 サーバにインストールされていたロケールを再インストールします。

ステップ 11 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理を使用してクラスタ内の各ノード
のシステムバージョンを比較し、置換前に記録したバージョンと一致することを確認します。

ステップ 12 必要に応じて、CDRの送信先を再設定します。
ステップ 13 すべての Trace and Log Centralジョブを再設定します。
ステップ 14 置換前に実行したすべてのシステムテストを実行し、すべてのテストコールが成功することを確

認します。

ステップ 15 必要に応じて、DRSの場所とスケジュールを再設定します。

関連トピック

システムの設定項目数の記録, （12ページ）
登録数の確認, （9ページ）
重要なサービスの記録, （10ページ）
システムエラーの検索, （10ページ）
ファームウェア情報の記録, （13ページ）
システムバージョンの記録, （14ページ）
CDR管理設定の記録, （12ページ）
トレースログのジョブ詳細の記録, （11ページ）
バックアップの作成, （19ページ）
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